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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】少なくとも１種のオリゴ糖鎖あるいはその類似体または誘導体を包含す
る、ヒトインフルエンザウイルスの結合に用いるための物質であって、該オリゴ糖鎖はＮ
－アセチルノイラミン酸（ＮｅｕＮＡｃ）末端と、該ＮｅｕＮＡｃ末端にα６結合により
連結した下記（ａ）および（ｂ）からなる群より選ばれる少なくとも１種の構造体とを包
含する。
　（ａ）少なくとも３個のラクトサミン残基を有する、直鎖状または分岐状のポリラクト
サミン型構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基に
１個または２個のフコース残基がα３結合により連結していてもよく、該分岐状の構造体
は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結しているＮｅｕＮＡ
ｃ残基を１つ以上有していてもよく、および
　（ｂ）２個のラクトサミン残基および１個のラクトース残基からなる直鎖状または分岐
状の構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基または
ラクトース残基に１個または２個のフコース残基がα３結合により連結しており、該分岐
状の構造体は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結している
ＮｅｕＮＡｃ残基を１つ有していてもよい。
　　【請求項２】該分岐状の構造体（ａ）および（ｂ）はその末端にα６結合により連結
したＮｅｕＮＡｃ残基を２個有することを特徴とする、請求項１に記載の物質。
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　　【請求項３】該直鎖状の構造体（ａ）は１個のフコース残基を有し、該直鎖状の構造
体（ｂ）は２個のフコース残基を有することを特徴とする、請求項１に記載の物質。
　　【請求項４】該構造体（ａ）が３個のラクトサミン残基を有することを特徴とする、
請求項１～３のいずれかに記載の物質。
　　【請求項５】下記式：
NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3(NeuNAcα3/6Galβ4GlcNAcβ6)Galβ4GlcNAc/Glcβ1-、
NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3(NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ6)Galβ4GlcNAc/Glcβ1-、
NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3(Galβ4GlcNAcβ6)Galβ4GlcNAc/Glcβ1-、
NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3Galβ4(Fucα3)0-1GlcNAcβ3Galβ4(Fucα3)0-1GlcNAcβ1-、
または
NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3Galβ4(Fucα3)GlcNAcβ3Galβ4(Fucα3)GlcNAcβ1-
で表されるオリゴ糖鎖を包含することを特徴とする、請求項１に記載の物質。
　　【請求項６】下記式：
　R6/3Galβ4GlcNAcβ6/3(NeuNAcα6Galβ4GlcNAcβ3/6)Galβ4GlcNAcβ4R2
(式中、Ｒはポリラクトサミン鎖にグリコシド結合している非還元末端部であり、Ｒ2はポ
リラクトサミン鎖にグリコシド結合している還元末端部である。)
で表される糖鎖を包含することを特徴とする、請求項１に記載の物質。
　　【請求項７】式中のＲおよび／またはＲ2が、請求項１で定義したようなウイルス結
合性を有するオリゴ糖鎖をさらに含むことを特徴とする、請求項６に記載の物質。　
　　【請求項８】該オリゴ糖鎖が糖脂質の一部であることを特徴とする、請求項１～５の
いずれかに記載の物質。
　　【請求項９】該オリゴ糖鎖がラクトース残基を介して該糖脂質の一部である脂質と結
合していることを特徴とする、請求項８に記載の物質。
　　【請求項１０】該糖脂質の一部である脂質がセラミドであることを特徴とする、請求
項８または９に記載の物質。
　　【請求項１１】少なくとも１種のオリゴ糖鎖あるいはその類似体または誘導体を包含
する物質であって、該オリゴ糖鎖はポリラクトサミンまたはそれとの抱合体の一部であり
、且つＮｅｕＮＡｃ末端と、該ＮｅｕＮＡｃ末端にα６結合により連結した下記（ａ）お
よび（ｂ）からなる群より選ばれる少なくとも１種の構造体とを包含する。
　（ａ）少なくとも３個のラクトサミン残基を有する、直鎖状または分岐状のポリラクト
サミン型構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基に
１個または２個のフコース残基がα３結合により連結していてもよく、該分岐状の構造体
は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結しているＮｅｕＮＡ
ｃ残基を１つ以上有していてもよく、および
　（ｂ）２個のラクトサミン残基および１個のラクトース残基からなる直鎖状または分岐
状の構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基または
ラクトース残基に１個または２個のフコース残基がα３結合により連結しており、該分岐
状の構造体は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結している
ＮｅｕＮＡｃ残基を１つ有していてもよい。
　　【請求項１２】少なくとも２種のオリゴ糖鎖あるいはその類似体または誘導体を包含
する物質であって、該オリゴ糖鎖はＮｅｕＮＡｃ末端と、該ＮｅｕＮＡｃ末端にα６結合
により連結した下記（ａ）および（ｂ）からなる群より選ばれる少なくとも１種の構造体
とを包含する。
　（ａ）少なくとも３個のラクトサミン残基を有する、直鎖状または分岐状のポリラクト
サミン型構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基に
１個または２個のフコース残基がα３結合により連結していてもよく、該分岐状の構造体
は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結しているＮｅｕＮＡ
ｃ残基を１つ以上有していてもよく、および
　（ｂ）２個のラクトサミン残基および１個のラクトース残基からなる直鎖状または分岐
状の構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基または
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ラクトース残基に１個または２個のフコース残基がα３結合により連結しており、該分岐
状の構造体は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結している
ＮｅｕＮＡｃ残基を１つ有していてもよい。
　　【請求項１３】少なくとも１種のオリゴ糖鎖あるいはその類似体または誘導体を包含
し、ミセル状態で存在するか、または多価担体に結合した状態で存在する物質であって、
該オリゴ糖鎖はＮｅｕＮＡｃ末端と、該ＮｅｕＮＡｃ末端にα６結合により連結した下記
（ａ）および（ｂ）からなる群より選ばれる少なくとも１種の構造体とを包含する。
　（ａ）少なくとも３個のラクトサミン残基を有する、直鎖状または分岐状のポリラクト
サミン型構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基に
１個または２個のフコース残基がα３結合により連結していてもよく、該分岐状の構造体
は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結しているＮｅｕＮＡ
ｃ残基を１つ以上有していてもよく、および
　（ｂ）２個のラクトサミン残基および１個のラクトース残基からなる直鎖状または分岐
状の構造体であり、該直鎖状の構造体は、シアル化されていないラクトサミン残基または
ラクトース残基に１個または２個のフコース残基がα３結合により連結しており、該分岐
状の構造体は、該ＮｅｕＮＡｃ末端の他にも、分岐鎖の末端にα結合により連結している
ＮｅｕＮＡｃ残基を１つ有していてもよい。
　　【請求項１４】請求項１～１３のいずれかに記載の物質を包含してなる医薬組成物。
　　【請求項１５】ヒトインフルエンザウイルスの存在によって生じる病態の治療用、請
求項１４に記載の医薬組成物。
　　【請求項１６】ウイルス媒介性の好中球機能不全の治療用および好中球機能不全に伴
う細菌二次感染の予防用、請求項１４または１５に記載の医薬組成物。
　　【請求項１７】呼吸器系におけるインフルエンザウイルスの一次感染の治療用、請求
項１４または１５に記載の医薬組成物。
　　【請求項１８】請求項１～１３のいずれかに記載の物質を、ヒトインフルエンザウイ
ルスの存在によって生じる病態の治療用医薬組成物の製造に用いる方法。
　　【請求項１９】ヒトインフルエンザウイルスの存在によって生じる病態の治療方法で
あって、薬学的に有効な量の請求項１～１３のいずれかに記載の物質を患者に投与するこ
とを包含する治療方法。
　　【請求項２０】請求項１５～１７に定義された病態を治療するための、請求項１９に
記載の方法。
　　【請求項２１】ヒト組織に提示されている請求項１～１１のいずれかに記載の物質に
特異的に結合するかまたは該物質を不活性化する阻害性物質を、請求項１５～１７に定義
された病態の治療用医薬組成物の製造に用いる方法。
　　【請求項２２】該阻害性物質が、レクチン、抗体または酵素であることを特徴とする
、請求項２１に記載の方法。　
　　【請求項２３】ヒト組織に提示されている請求項１～１１のいずれかに記載の物質に
特異的に結合するかまたは該物質を不活性化する阻害性物質を含んでなる、請求項１５～
１７に定義された病態の治療用医薬組成物。
　　【請求項２４】インフルエンザウイルスに対して有効な１種以上の成分を含有するこ
とを特徴とする、請求項１４～１７のいずれかに記載の医薬組成物。
　　【請求項２５】該１種以上の成分が、ノイラミニダーゼ阻害剤であることを特徴とす
る、請求項２５に記載の医薬組成物。　
　　【請求項２６】請求項１９または２０に記載の方法であって、インフルエンザウイル
スに対して薬学的に有効な量の一種以上の成分を更に投与することを特徴とする方法。
　　【請求項２７】該１種以上の成分が、ノイラミニダーゼ阻害剤であることを特徴とす
る、請求項２６に記載の方法。　
　　【請求項２８】請求項１～１３のいずれかに記載の物質を含んでなる、ヒトインフル
エンザウイルスによる感染によって生じる病態の診断剤またはヒトインフルエンザウイル
スの型の同定剤。
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　　【請求項２９】請求項１～１３のいずれかに記載の物質を用いて、サンプル中のヒト
インフルエンザウイルスの存在を検出するアッセイ法。
　　【請求項３０】請求項１～１３のいずれかに記載の物質を用いて、ヒトインフルエン
ザウイルスに対する阻害剤の活性を検出するアッセイ法。
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